
学校番号 3019 

令和２年度 理数科 

 

教科 理数科 科目 理数生物(文系) 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂 生物基礎（東京書籍） 

副教材等 七訂版 スクエア 最新図説生物 neo（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物基礎でこれまでに学んできた内容は、生物の多様性や共通性に注目しながら「細胞」「遺伝子発

現」「恒常性」をテーマに、生きているとはどういうことかについて分子・細胞・個体といったレベル

で考えること、さらに生態系というマクロな視点から見たときの関わりを考えることの２つの視点であ

る。この２つの視点のつながりを意識し生物学をより深く学ぶ。 

 

２ 学習の到達目標 

①細胞、代謝、恒常性を通して生体が維持されるしくみを理解し、よりよく健康的に生活できる術

を身につける。 

②遺伝子の分野を通して、生命とは何かを考察する。急速に発展する科学技術について理解した上

で、どこまで人類は手を出してよいのかを倫理的にも考察ことで社会の形成者としての自覚を育

成する。 

③生態系、植生の分野を通して、エネルギー問題、環境問題、現代社会について科学的に考察する。 

どの生物も利益とコストの関係からは逃れられないことを知り、そのシステムをつくり出す事が 

不可欠であることに気づく。文系、理系という小さな枠にとらわれない視野を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生物の共通性や多様

性に関心を持ち、意欲

的に探求しようとす

る。 

科学的な見方、考え方

を身につけている。 

生物の共通性や多様

性に関して、疑問を見

出し、探求する過程を

通じて、事象を科学的

に考察し、導き出した

考えを適切に表現し

ている。 

生物の共通性や多様

性に関わる観察、実

習を行うことで基本

操作を習得する。そ

れらの過程や結果を

的確に記録、整理す

ることができる。 

生物の共通性や多様

性について、基本的

な概念や原理・原則

を理解し、知識を身

につけている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートの記述 

ペアワーク 

グループワーク 

小テスト 

振り返りシート 

学習状況の観察 

ノートの記述 

ペアワーク 

グループワーク 

小テスト 

定期考査 

学習状況の観察 

実験ノートの記述 

ノートの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートの記述 

小テスト 

振り返りシート 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

生

物

と

遺

伝

子 

生物の多様性と共通性 

細胞の構造 

共生説 

遺伝子の本体 

細胞分裂 

ゲノム 

○ ○ ○ ○ a:細胞や分子などミクロな視

点や生態系や環境などマクロ

な視点に関心を持ち、意欲的に

探求しようとする。科学的な見

方、考え方を身につけている。 

b: 細胞や分子などミクロな視

点や生態系や環境などマクロ

な視点に関連する問題を見出

し、探求する過程を通じて、事

象を科学的に考察し、導き出し

た考えを適切に表現している。 

c: 細胞や分子などミクロな視

点や生態系や環境などマクロ

な視点に関わる観察、実習を行

うことで基本操作を習得する。

それらの過程や結果を的確に

記録、整理できる。 

d: 細胞や分子などミクロな視

点や生態系や環境などマクロ

な視点について、基本的な概念

や原理・原則を理解し、知識を

身につけている。 

学習状況の

観察 

ノートの記

述 

ペアワーク 

グループワ

ーク 

小テスト 

振り返りシ

ート 

定期考査 

生
物
の
体
内
環
境
の
維
持 

体液 

肝臓、腎臓、心臓 

酸素解離曲線 

自律神経系 

内分泌系 

免疫 

○ ○  ○ 

後
期 

生
態
系
と
そ
の
保
全 

植生遷移 

バイオーム 

物質循環 

生態系の保全 

外来生物の影響 

○ ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目にお

いて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


